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発表演題名 福井県における花粉飛散状況について 

発表学会名 東海・北陸支部環境保健部会 
発表者名 酒井忠彰 

開催場所 福井市（アオッサ） 

発表日時 平成２３年１０月 ７日 

発表内容 平成 19 年から実施している県内２地点（福井、敦賀）におけるスギ・
ヒノキ花粉の飛散状況調査の観測結果について整理・解析を行った。 
年間総飛散数は、スギが福井で 388～5,736個/cm2、敦賀で 297～3,089

個/cm2、ヒノキが福井で 45～1,414個/cm2、敦賀で 36～2,578個/cm2であ

った。 
福井のスギ、ヒノキおよび敦賀のヒノキの年間総飛散数はともに前年７

月の日照時間との高い相関が確認され、ヒノキについては、福井および敦

賀のいずれも気温との相関も高いことが確認された。 
スギのシーズン内の飛散数の推移パターンについて、観測地点の福井と

敦賀が天候的にやや異なる嶺北地域と嶺南地域の代表的な地点であるもの

の、その飛散数の推移パターンは相関が高いことが確認された。 
スギ花粉の飛散開始日については、関東以西における飛散開始時期が 1
月 1 日からの日最高気温の累積気温が 350～400℃となる時期が目安とい
われており、観測地点の福井においても、観測地点近傍の福井市街地での

累積気温が平均約 400℃（434～320℃）で飛散開始が確認されている。た
だし、その飛散開始日の累積温度は 434℃から 320℃へと年々低下し、よ
り早い時期に飛散が始まる傾向が見られている。一方、福井市街地より気

温上昇の早い福井市街地の西方に位置する沿岸部（越廼）における日最高

気温の累積気温と比較した場合、400℃超過日の数日後に飛散開始日が現
れている。このため、福井市街地での飛散開始日は、気温上昇が早い沿岸

部の発生源の飛散開始による影響を受けていることが推察される。 
福井のスギ花粉の飛散継続日数について、日飛散数が 10 個/cm２以上と

なった日の継続日数は、19年から 23年で長期化している。福井市街地と
これを囲む地域東西南方向に位置する３地点（大野、越廼、今庄）で最も

早く累積気温が 400℃に達した日から４地点で最も遅く 800℃に達する日
までの経過日数が長い年ほど、飛散の継続日数も長期化していた。これは、

観測地点に影響を及ぼす周辺地域における気温上昇の速度が地域によって

異なるほど、各発生源の飛散時期の前後へのずれが大きくなり、観測地点

へ花粉が飛来する期間が長期化することを示唆するものと思われる。 
以上のことから、シーズン内の飛散数の推移（飛散開始日や飛散の継続日

数）は、観測地点近傍だけでなく周辺地域を含めた地域における日最高気

温の累積気温と関連しているものと推察される。 
 

 


